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調査内容
エコミュージアムの⽬的
• アクターの価値を認識し、連携の可能性を探ると共にデザインする。
• アクターのつながりを継続的に創出する
（浜通りに住⼈、外に⽣活拠点を設けた⼈も、地域外の⼈など）。
• アクターが対話を通じて地域課題を意識化する。
• 結果として、浜通り全体が仮想的なコミュニティ、アーカイブになる。

調査の内容
• アクターの詳細を知り、統合を検討する材料を整理する
• アクター間の「つながり」の可能性と課題を探索する。
• 各アクターは、どのような他アクターとつながりたいのか︖
（あるいは、すでに成⽴しているつながりは︖）

• 各アクターは、どのような問題によって他アクターとつながれずにいるのか︖
• アクターネットワークがあることで⽣じる新しい価値とは︖

調査のプロセス
• 調査票（カルテ）を作成、複数施設の訪問者が相対評価（⾼校⽣の参加）をする。
• 以下の評価軸を元に、施設の性格をレーザーチャートで⽰す。
• コアのあり⽅、サテライトのあり⽅、トレイルのあり⽅を検討し、その設計、活⽤を考える。
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アクター
Ø 博物館、ミュージアム
Ø 地域拠点、活動
Ø 景観、記念碑・・・
⼈は上記に付属でいいか



ホープツーリズム
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15カテゴリー

浜通り中心の14施設

ホープツーリズム
https://www.hopetourism.jp/
公財）福島県観光物産交流協会

https://www.hopetourism.jp/


イノベ機構視察ツアー
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伝承館とイノベ関連の
技術開発を見学するツアー

イノベ機構視察ツアー
https://www.fipo.or.jp/
news/12163

https://www.fipo.or.jp/news/12163


311伝承ロード推進機構
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311伝承ロード推進機構
https://www.311densho.or.jp/
国⼟交通省

https://www.311densho.or.jp/


アウトプットイメージ（想定されるカテゴリー）
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廃炉・科学知
（科学技術、技術と社会）

災害・復興知
（災害と復興の記録と伝承）

地域・⽂化知
（地域の⽣活⽂化、歴史）

（フロントヤード︔ギャラリー）
エンターテイメント性 情報更新・発信性

テーマ
網羅型

現場・現物性

（バックヤード
︔アーカイブ）

資料価値

対話・
交流性

（ミドルヤード）

活動性

テーマ
特化型複数のテーマ・単独のテーマ

テーマカテゴリーチャート ミュージアム特性チャート



詳細調査カルテ（記述式）

⼀般情報
Ø アクセス（⾞、⾃転⾞）
Ø 対象年齢、多⾔語対応
Ø 規模、所要時間
Ø 料⾦
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展⽰の特徴 特筆する事項

テーマ・メッセージ・教訓 資料の特徴

関連する施設

関与する⼈物

設⽴の経緯（なりたち）

語るということをどう位置づけているか

ものから考えてもらう方針もある
何を思いどう進化したいのか
これまでの見直しとやりたいこと

コラボレーションの意図が見えるといいい
ビデオと語り部（個人的）
どこに力を発揮したいか



ミュージアム特性チャート 評価項⽬
フロントヤード︔ギャラリー
エンターテイメント性

Ø 展⽰に⼯夫があり施設⾃体に訪れる楽しみがある
Ø 展⽰にアート性がある
Ø 展⽰などからのメッセージ性が明確であるか

情報更新・発信性
Ø 企画展などがあり複数回⾏く価値がある
Ø コンテンツ管理者が展⽰物の更新を頻繁に⾏っている
Ø 多⾔語対応や幅広い年齢層に対応した展⽰の⼯夫がある

ミドルヤード︔
対話・交流

Ø 展⽰だけでなくインタラクティブな解説がある
Ø 展⽰内容等をもとに対話・交流の場が設定されている

活動性
Ø 対話や交流から具体的な活動をする場が設定されている

バックヤード︔アーカイブ
現場・現物性

Ø 現物を⾒て学ぶ価値がある
（ネット等での代替が聞く場合は減点）

資料価値
Ø 資料としての希少の価値がある
Ø 現場サイトとしての訪問の価値がある
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テーマ網羅性
Ø テーマを広く捉え体系的に知識を得る⽅針が明確である
Ø 体系的な学びのテーマが他の施設にない優位性がある

テーマ特化性
Ø 特定のテーマに関した施設の⽅針が明確である
Ø 特定のテーマに関して他の施設にない優位性がある

15カテゴリー



アウトプットイメージ2
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各地の
震災伝承施設

テストサイト

アンモナイトセンター

福島⺠俗資料館

リプルンふくしま

祭・盆踊り

未来学園

1F廃炉

箒平PJ

伝承館

廃炉資料館

考証館

⽯炭・化⽯館 ほるる

楢葉新博物館
（旧歴史資料館）

ロボット・ドローン

○○未来館

暮らしの伝承郷
311を語る会

ふたばいんふぉ

ぷらっとあっと

アクター間の「つながり」の可能性と課題を探索する
l 各アクターは、どのような他アクターとつながりたいのか︖
（あるいは、すでに成⽴しているつながりは︖）

l 各アクターは、どのような問題によって他アクターとつながれずにい
るのか︖

l アクターネットワークがあることでどのような善きことが⽣まれるか︖

HAMADORI13

オーガニックコットン

未来会議

とみおかアーカイブ・
ミュージアム

中間貯蔵

場所

活動
（ポリシー）

帰還困難区域

滝川ダム

アート

A&S拠点



ディスカバリートレイルの設定イメージ

各地の
震災伝承施設

○○未来館
テストサイト
ロボット・ドローン

楢葉新博物館
⽯炭・化⽯館 ほるる
アンモナイトセンター

楢葉歴史館
楢葉新博物館

福島⺠俗資料館
暮らしの伝承郷

⽯炭・化⽯館 ほるる
発電所

考証館
廃炉資料館
リプルンふくしま

技術・経済

⺠俗・芸能

歴史・⽂化

地理・⽣物

災害・伝承

原⼦⼒・復興

伝承館
A&S拠点

祭・盆踊り

千年村調査

福島アトラス

1F廃炉

箒平PJ

最終的にはモデルツアーのようなアウトプットも考えるが
これはアウトプットの⼀形態として考える
教訓の⾔語化につながる



関係者を加えて
拡⼤

調査の進め⽅

詳細な
カルテ
（仮）

ジャーナリスト
カメラマン
研究者
住⺠

旅⾏会社 など
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詳細な
カルテ
（確定）

50
各地の

震災伝承施設

テストサイト

アンモナイトセンター

リプルンふくしま

未来学園

1F廃炉

伝承館

廃炉資料館

考証館

⽯炭・化⽯館 ほるる

楢葉新博物館
（旧歴史資料館）

ロボット・ドローン

○○未来館

暮らしの伝承郷

311を語る会

ふたばいんふぉ

ぷらっとあっと

HAMADORI13

オーガニックコットン

とみおかアーカイブ・
ミュージアム

中間貯蔵

ボードメンバー

∞
詳細な
カルテ
（Web）

詳細な
カルテ
（Open）

評価

評価 評価

学⽣等
協⼒調査

住⺠参加
協⼒調査

＋ 仲間を増やしていく

連携協議会


